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1.序

近 年 のtranscriptionsystems(ト ラ ンス ク リプ ト・システム)の 発達1)に よ り、言語 はた

だ単 に孤立 した書 き物 としてではな く、社会 におけ るコ ミュニケー ションの手段 として、 聞き手

を も巻 き込 んだ広範 囲の談話研究 の対象 と捉 え られ ることが可能 とな った。

Sentencesandevenlongerstringsofdiscoursearenottobedealtwithasautono-

mousunits,butratherastheyaresituatedincommunicativesettingsandpatterns,

andastheyfunctioninsociety.(Saville-Troike,2003:14)

話 し言葉 の分析 において も、 ポーズや言 いよどみを含 む音韻要素2)、 視線や体の動 き等のnon-

verbalcommunication3)、 更 に、 聞 き手 の反応 を意識 した話 の流れ4)、turn-taking(タ ー ン ・

テイキ ング)5)、 文 化 と言語の関係6)と 、様 々な分野 に広 が りを見 せてい る。

このよ うな背景 の下 で、 あ る目的を持 って発 せ られた文章 を検証 す るに当た っては、 それをそ

の使用場面 とともに提示 し、 出来 るだけ発話 時の状況 に忠実 に詳細 な再現 で もって扱 うことを再

認識 す る必 要が ある。 それには、言語 的、非言語的要 因の両方 を同時 に考慮 し7)、構文 を会話 に

関わ る人 々の相 互作用の 中で用 い られ る もの8)と して捉え、社会活動 とい う文脈 に結 び付 けて9)

考 察 していかねばな らない。

本稿 は、話 し手が 明確 に言語 に表す こ とを躊 躇す る状 況で の言語 活動 を取 り上 げ、 「微妙 」10)

な こ とを表現 す る際に、話 し手 が聞き手 との関係 において どのよ うに発話 す るのかを例示 す るも

のであ る。「ため らい表現」 は、 非文法的要素 が典 型的 に表れやす い言語機 能であ るが、英語 で

は一般 的 には副次 的な位 置づ け11)に な って いる。 日本語の使用環境 とは違 い12)、 物 事 を言 い切

ることが重要 とされてい る文化 において、言 いよ どみが どのよ うな特徴 を示 すのかを語用論 の見
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地 か ら言語 ・非言語 コ ミュニケー ションを分析 し考察 す ることが、 ここでの 目的であ る。以下、

2.で は検証素材 と方法、3.は 「ため らい表現」の分析、4.は 結語 とす る。

2.検 証 素 材 と方 法

2.1検 証 素材

談話分析 において、 出来 るだけ 自然 な会話 で、 しか も、一定 の話 し手 と聞き手 の相 当量 の発話

が得 られ る素 材 と して、 イギ リス映画TheRemainsoftheDay13)を 選 択 した。 この1930年 代

(Dougill&Kotera,2003:10)、Oxfordshireを 舞 台に した映画は英国で0.1-0.2%し か いない と

され る(Argyle,1994:15)upperclass(上 流 階級)のLordDarlingtonと そ の屋敷 に長年butler

(執 事)と して仕え るJamesStevensと の生 活模 様が中心テーマ とな って いる。執事 は人 口の46

%(ibid.:17)を 占め るworkingclass(労 働 者 階級)出 身者 であるが、domesticservants(召

使)14)の 最 高位 であ る職位 か らして、大 きい世帯 内での地位 はかな り高 い ものであ った と考 え ら

れ る。 それゆえに、主人 は執事 の存在 を無視 す ることはできず、 時には依存 す ることも起 こりう

るが、雇用条件 は主人 の手 に委 ね られてお り15)、階級 の違 い もあ って、根本 的には、完全 な主従

関係 にあ ると言 える。 このよ うな二人の人 間像 を中心 に、LordDarlingtonか らStevensへ の

3つ の発話、及 び、Stevensか らLordDarlington、housekeeper(女 中頭)のMissKenton、

旅 先 のパ ブで知 り合 った外部 の人 々、 それぞれへの発話 に現 れ る 「ため らい表現」 を考察 す る。

2.2検 証 方法

筆者 の聞 き取 りによ って収 集 した上 記6つ の発 話 をtranscriptnotationを 使 って提示(斜

体 は筆者)し 、 その各 々の機能、言語 ・非言語要 因を検証 してい く。言語 ・非言語要 因の領域 と

して、以下 のカテ ゴリーに則 って分析 を進 め ることにす る。

Function Requests,Suggestions,Reporting,etc.

Pragmaticaspect Power/Distance/lmpositionls> High/Low

Positivepoliteness17) In-group,Liking,Reciprocity

Negativepoliteness Self-effacement,Formality,Restraint

Verbal

COmmUniCatiOn18)

Prosodic19)aspect Pauses,In-breaths,Pitch,Hesitators20),etc.

Lexicalaspect Discoursemarkers,Utterancelaunchers21),Hedges

Syntacticaspect Grammaticalforms

Semantic22)aspect Concepts,Logic,Contexts,Sequence,etc.

Non-verbalcommunication Gestures,Postures,Movements,etc.
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3.「 た め ら い 表 現 」 の 分 析

LordDarlingtonか らStevensへ の3つ の 発 話 は 、 機 能 と し て は 、suggesting,requesting,

orderingと 捉 え ら れ る が 、 力(P:Power)と 親 疎(D:SocialDistance)関 係 が 固 定 で き る二

人 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 賦 課(R:RankingofImposition)の 度 合 い に よ り 、 使 用 表 現 が ど の

よ う に違 っ て い る の か を 例 証 す る 。 ま た 、Stevensか ら主 人 、 部 下 、 見 知 ら ぬ 人 間 へ の 発 話 は 、

reporting,persuading,givingfalseinformationで あ る が 、 力 関 係 、 親 疎 の 度 合 い 、 賦 課 の

大 き さ の 違 い が 表 現 に 影 響 し て い る の か ど う か を 検 証 す る。

3.1LordDarlingtonか らStevensへ の 発話

3.1.1(場 面1)Stevensの 父 が客 前で倒 れた こ とを受 けて、

に父 の仕事 を軽減 す るよ うに伝 え る。

LordDarlingtonがStevens

Darlington:Oh,Stevens.

StevensAh,yes,>mylordG.

Darlington:→(5.0)((comingdowntheladder))y∂urθ プtither(η 〃わ伽g .伽gersρ プ傭left

hand))feelingbetter?

Stevens:Yes,he'smadeafullrecoveryifImayhavetosay,sir.

Darlington:→But:θerin::23)〃o〃eq/uswish'oseeanythi〃gげthatsorteverhappen

again,do,!we?((walking))[Imean,J{yourfathergrabblingandallthat.}

Stevens:Indeed,mylord.

Darlington:→And.∵ κ100ん'〃9downinto'加pagesqプthebook加ZScarryi〃9λ)60〃101happe〃

aのwhere@.(<s〃ailingbitterlyoη ゴlookingat伽 わoo初lo'anyti〃ael.・Hhh.ゐooん

here,Stevens.Thefirstofthedelegateswillbearrivinghereinlessthan

fortnight.

Stevens:Yes,we'rewellprepared,mylord.

Darlington:→ θOh,1'msureyouare.Andwhathappenswiththishouseduring

theconferencecouldhaveer::considerablerepercussionsonthewhole

coursethatEuropeistaking.

Stevens°Yes,mylord.°
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Darlington:→((carryingthebookwhilewalking))Itmeansagreatdeal.Yea:Imay

havetotellyou,Stevens,itmeansagreatdealtomepersonally.Ihad

aGermanfriend,((turningroundandwalking))Karl-HeinzBremann.

Wefoughtonoppositesidesinthewar.Wealwayssaid,"Whenthis

wretched((facingthehearer))businessisover,wewillsitdownand

drinktogether(.)likegentleman."(2.0)TheVersaillesTreatymadea

liaroutofme.(2.0)Yes,aliar,Stevens.・Hhh,becausethetermswe,

thevictors,posedweresoharsh,the::Germanywassimplyfinished.

Well,onedoesn'tdothatto>thedefeatedfoe<(.)No,(.)onceyougot

themanonthecanvas,thatwouldbetheendofit.((lookingasideand

rubbingthefingersofhislefthand))Myfriend,Bremannwasthe:-ruined

byinflation,(.)couldn'tgetajobinpost-warGermany,killedhimself

((rubbingthefingersofhislefthand)),(2.0)°shothimself°inarailwaycar-

riagebetweenHamburgandBerlin.Whateversincethattime,Ifeltmy

duty,IMYJOBI,Stevens,toholdoutahelpinghandtoGermany.Giveher

afairchance.Soyousee,Stevens,THISCONFERENCEISCRUCIAL.

(...),REALLYCAN'TRUNARISKOFANYACCIDENTS.Lookhere,

Stevens

Darlington:

Stevens

Darlington:

you::[it'sJnotaquestionofyourfatherleavingus.You'resimplybeing

askedto>reconsiderhisduties.

Ofcourse,mylord.Iunderstandfully.

(.)Good.Well,(.)1'llleaveyoutothinkaboutit,Stevens.

Thankyou,sir.

((lookingembarrassedand砂 卿gthedogoη 伽3(Ufa))
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Function Suggesting

Pragmaticaspect Power/Distance/lmposition P(High→Low),D(Low),R(Low)

Positivepoliteness noneofus,dowe?,yousee

Negativepoliteness You'resimplybeingaskedtoreconsiderhis

duties.

Verbalcommunication Prosodicaspect your(.)father;but::;erm::;and::;er::;
・hhh;the::;>foe<;myduty

,IMYJOBI;

修 複(yOU::[it'S])

Lexicalaspect anythingofthatsort,ever,Imean,andall

that,anywhere,atanytime,lookhere,con一

siderable,so...,yousee,simply

Syntacticaspect Tag(noneofuswishtoseeanythingof

thatsorteverhappenagain,dowe?),法

助 動 詞(couldhappenanywhere,Imayhave

totellyou),受 身(You'resimplybeing

askedto),主 語 省 略(couldhappen,can't

run)

Semanticaspect Stevensの 父 の健康状態→一般 的な状況説明

(使節が来る ・会議の重要性)→ 個人的な決意

表明(ド イツ人の友達の死 とドイツへの援助の

必要性 とその根拠)→ 会議の成功(事 故を防ぐ)
→Stevensの 父 の 業務 軽 減 へ の 示 唆

Non-verbalcommunication 指を擦り合わせる、 ほほ笑む、本を見る、犬を

なでる

以 前 に 失 態 を 犯 し たunder-butler(副 執 事)を 解 雇 で は な く、 そ の 仕 事 を 軽 減 す る と い う命

令 は 本 来 、 主 人 が 何 の た め ら い も な く 、 執 事 に 言 い 渡 せ る こ と で あ る 。 し か し 、 こ こ で は 、

Stevensの 父 が 当 事 者 で あ る た め 、LordDarlingtonは 非 常 に 気 を 使 っ た 話 し方 を して い る 。

hesitators(た め ら い の 音)や ポ ー ズ やhedges(垣 根 こ と ば)を 使 用 し 、 命 令 形 で は な く、 受

身 表 現(You'resimplybeingaskedtoreconsiderhisduties.)を 使 っ た り、 法 助 動 詞(could

happenanywhere,)を 用 い た り して 間 接 的 な 示 唆(...noneofuswishtoseeanythingof

thatsorteverhappenagain,dowe?)に 留 め て い る 。 最 初 、 自 身 の 意 図 は 明 確 に せ ず ヨ ー

ロ ッパ の 将 来 を 持 ち 出 し て 、 会 議 の 重 要 性 を 説 き 、 友 人 の 不 幸 と 自 ら の 決 意 を 述 べ て 、 会 議 の 成

功 へ の 固 い 気 持 ち を 伝 え た(Thisconferenceiscrucial....reallycan'trunariskofany

accidents.)上 で 、 「解 雇 で は な い(lt'snotaquestionofyourfatherleavingus.)」 と前 置

き し て 相 手 を 安 堵 さ せ 、 自 分 の 結 論 を 持 ち 出 し て い る 。 自 分 とStevensと 二 人 で 事 態 に 対 処 す

る と い う 姿 勢 を 打 ち 出 す た め に 、positivepoliteness(noneofus,dowe?,yousee)を 打 ち

出 し、 最 後 は 、 あ く ま で も 、Stevensの 裁 量 に 任 せ る(1'llleaveyoutothinkaboutit,
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Stevens.)立 場 を取 って いる。 ため らう気持 ち と言 葉にな らな いい らだ ちは指 を擦 り合 わせ る動

きに表現 されてい る。 また、言 いた くない ことを言 った とい うや りきれない気持 ち と、 どうにか

卒 な く承諾 させた とい う安堵感 が犬 の頭 を軽 くたた く動作 に象徴 的に表 れてい る。

3.1.2(場 面2)Cardinalの 婚 約 に際 し、

に性交渉 の伝授 を依頼す る。

その父親 代わ りのLordDarlingtonがStevens

Darlington:→Oh,Stevens,erm(.)mygodson,Cardinal,tellsmehe'sshortlybe-

comingtobeengagedtobemarried.

Stevens

Darlington:

Stevens

Darlington:→Sorrytobringupathinglikethis

Stevens

Darlington:→Thefactsoflife,Stevens.((walking))

Stevens

Darlington:

Oh,indeed,sir.°Ioffermycongratulations.°

°Oh
,thankyou,Stevens.°((lookingdownandrisingfromthe

chair))Ha::hn,Ifeelveryresponsiblefortheboy.Notonlyheismy

godson,buthisfather,David,wasmyclosestfriend,((puttinghandsin

thetrouserpockets))youknow.・Hhh,nowthathe'sgone,wellI:er::

feelintheplaceofthefathertotheboy.Iappointedhimasmysecre-

taryoftheconferenceasI'vesaid,((turningroundandwalking))andsofar

he'sbeenjollythoroughinhelpingmetoprepare.(fingeringthepages

ofabookonthetable))(9.0)Stevens,((facingthehearer))L・er:realise

(.)thisisa::somewhatirregularthingtoaskyoutodo.

Ishouldbeverygladtobeofanyassistance,mylord.

,but:-just-cantseehowonearthto

makeitgoaway.・Hhh,youarefamiliar,Itakeit,withthefactsof

Tlife

MyTlord?

{Birds,bees},Imean,youarefa-

miliar,arentyou?

1'mafraidIdon'tquitefollowyou,Tsir.

Well:-letmeputmycardonthetable,Stevens.1'msofi^ightfully(.)busy

withthisconference._>Ofcourse,youarebusy,too.<But,hah::someone
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Darlington:→Begratefulグ ァoudeventry,Stevens.
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hastotellhiin.Inaway,wouldbeeasierforyou.・Hhh{lessawkward.}

((lookingmuchembarrassed))Imean,(.)1'd-[Ifind)thattaskgather

daunting.1'mafraidI::°mightnot(.)have(.)°((lookingaside))earnedit

beforeReginald'sweddingday.Ofcourse,thisgoesfarbeyondthecall

ofduties,Stevens.((gaugingthehearer'sfeelingsandslightlysmiling))

(4.0)Ah:一((shiftingglance))Ishoulddomybest,mylord.

'd
eventry,Stevens.Beanawfullotoffmymind.Look

here,it'snoneedtomakeasonganddanceofit.Justconveythebasic

factandbedonewithit.

Function Requesting

Pragmaticaspect Power/Distance/lmposition P(High→Low),D(Low),R(High)

Positivepoliteness youknow,asI'vesaid,aren'tyou

Negativepoliteness sorry,wouldbe,Begratefulif,Beanawful

lot

Verbalcommunication Prosodicaspect erm:;ha::hn;・hhh;L;er::;realise(.)this;

a::;but:;Tlife;well:一;frightfully(.)busy;

=>ofcourse〈;hah::;修 複(1'd -[Ifind]);

゜
mightnothave°

Lexicalaspect well,asI'vesaid,somewhat,likethis,just,

onearth,Itakeit,Imean,sofrightfully,

someone,inaway,rather,1'mafraid,far,

even,lookhere

Syntacticaspect Tag(youarefamiliar,aren'tyou?),法 助

動 詞(wouldbeeasier,Begratefulifyou'd,

Beanawfullot),主 語 省 略(justcan'tsee,

wouldbeeasier,Begrateful,Beanawful

10t>

Semanticaspect Cardinalの 婚約 と父親代わりの説明→性交渉

伝 授 へ の 暗 示 的依 頼 →(Stevensの 無 理 解)→

会議での多忙 と再度の暗示的依頼→(Stevens

の受諾)

Non-verbalcommunication 歩 く、 本 の ペ ー ジを め くる、 目を そ らす 、 相 手

の気持を窺 う

個 人 的 な 事 柄 、 特 に 性 的 な 問 題 に 関 し て 執 事 に 依 頼 す る こ と は 明 ら か に そ の 業 務(thecallof

duties)外 の こ と で あ り 、 主 人 と い え ど も簡 単 に 頼 め る こ と で は な い(...thisissomewhatir-

regularthingtoaskyoutodo.)。 そ れ ゆ え に 、Stevensが 適 任 だ と 思、っ た と し て も 、Lord
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Darlingtonは 声 の 強 弱 、 た め ら い 表 現 を 使 い な が ら、 直 接 的 な 内 容 提 示 を 避 け て 、 暗 示 的 に 述

べ る こ と(_youarefamiliar,ltakeit,withthefactsoflife?;Birds,bees,lmean,you

arefamiliar,aren'tyou?)で 、 言 わ ば 、 「以 心 伝 心 」 で 、Stevensの 理 解 を 促 そ う とす る24)。

Stevensが 最 初 、 そ の 暗 示 を 理 解 し な か っ た(1'mafraidIdon'tquitefollowyou,sir.)こ

と か ら、LordDarlingtonは 、 自分 が 会 議 で い か に 多 忙 を 極 め て い る か を 言 い 出 す が 、 そ こ で 、

Stevensの 気 持 を 鑑 み て 「も ち ろ ん 、 お 前 も忙 し い の は 分 か っ て い る が 。(Ofcourse,youare

busy,too.)」 と 即 座 に 付 け 加 え る こ と を 忘 れ な い 。 決 ま り が 悪 く 、 結 婚 の 日 の 前 に 言 い 出 せ そ

う に な い こ と(Ifindthattaskratherdaunting.1'mafraidImightnothaveearnedit

....)や 業 務 外 の 頼 み で あ る こ と(Ofcourse,thisgoesfarbeyondthecallofduties,

Stevens.)を 追 加 して 更 な る 暗 示 的 依 頼 を 試 み 、Stevensの 受 諾 に こ ぎ つ け る 。 こ こ で は 、 言 い

換 え(Thefactsoflife,...Imean,youarefamiliar...?;...lessawkward...Imean,...

Ifindthat....)、Tag(...youarefamiliar,aren'tyou?)、 上 昇 イ ン トネ ー シ ョ ン(...the

factsof↑life?)、 修 復(1:...thisis....;1'd-Ifind....)が 本 来 不 適 切 な 頼 み ご と を し て

い る と い うLordDarlingtonの 引 け 目 を 表 し て い る 。 ほ の め か し た こ と を 互 い に 共 有 す る も の

と し て 提 示 し た い と い う 期 待 か ら 仲 間 意 識 を 助 長 し よ う と 試 み(youknow,asI'vesaid,aren't

you?)でpositivepolitenessを 打 ち 出 す 一 方 で 、 謝 罪(Sorrytobringupathing....)、

法 助 動 詞(...wouldbeeasier....,Beanawfullot....)、 仮 定 法(Begratefulifyou'd....)

に よ るnegativepolitenessで 相 手 へ の 配 慮 を 表 現 し て い る。 目 を 合 わ せ な い よ う に し た り、 本

の ペ ー ジ を め く っ た り す る 動 作 は 、LordDarlingtonの 発 話 へ の 自 信 の な さ を 伺 わ せ る 重 要 な

ヒ ン ト と な っ て い る。

3.1.3(場 面3)LordDarlingtonがStevensに ユ ダ ヤ 人 のhousemaidsを 解 雇 す る 旨 を 伝

え る。

Darlington:Stevens.

Stevens:Yes,mylord.

Darlington:→Wehavesomeθrefugeegirlsonthestaffatthemoment,乃e〃eve.

StevensWedo,mylord.Twohousemaids,ElsaandAlma.

Darlington:→(1.0)y∂ 〃'〃have'oletthemgo,プ 〃2ψ α'a.確 〃rn'ηgroundandstar伽g
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readingthepaper))

Stevens(2.0)Letthemgo,myTlord?

Darlington:→((puttingthepaperasideandcomingtowardthehearer))It'Sregret-

table,Stevens,butwe,wehavenochoice。Youθyou'veJgottoseethewhole

thinginacontext.Ihavethewell-beingofmygueststoconsider.

((turningroundandwalking))

Stevens

Darlington:

Stevens

(4.0)Mylord,(.)mayIsay(.)theyworkextremelywell,theyarein-

telligent,polite,andveryyclean?

((shiftingglanceandtakingofftheglasses))1'msorry,Stevens,butI've

lookedintothismatterverycarefully.Thelargerissueisatstake.(.)

1'MSORRY,BUTTHEREITIS.(4.0)((puttingtheglassesinthebeast

pocket)){TheyareJews.}

(3.0)Yes,mylord.Thankyou.

Function Ordering

Pragmaticaspect Power/Distance/lmposition P(High→Low),D(Low),R(Low)

Positivepoliteness Wehavenochoice.

Negativepoliteness Ibelieve,1'mafraid,It'sregrettable,1'm

sorry.

Verbalcommunication Prosodicaspect SomeC)refugeegirls;反 複(we,we);修

複(You,[you've]);BUTTHEREITIS.

(4.0){TheyareJews.}

Lexicalaspect somerefugeegirls,Ibelieve

Syntacticaspect 要 請 表 現(You'11haveto,You'vegotto.)

Semanticaspect 解雇するという結論の伝達→残念な気持ちと結

論の理由付け

Non-verbalcommunication 新聞を読む、 目をそらす、眼鏡を外す、眼鏡を

ポケットに入れる

新入 りのhousemaidsを 解 雇す る とい うことは、LordDarlingtonに と って もStevensに

と って も賦課 の大 きい ことではない。 ただ、彼女 らは申 し分 のない働 き手 であ って、 その解雇理

由が人種 問題 であ ることがLordDarlingtonの た め らいの大 きな要 因 とな ってい る。 この シー

ンの直前 にLordDarlingtonが 二 人のhousemaidsの 仕 事ぶ りを見て いた し、 イ ンタ ビュー
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も最 近 の こ と だ っ た の で 、 彼 は 彼 女 達 が ユ ダ ヤ 人 で あ る こ と を よ く認 識 し て い る25)。 彼 は 元 々 、

人 道 的 な 見 地 か ら採 用 し た の だ が 、 時 勢 の 急 激 な 移 り変 わ り に よ り、 友 好 関 係 を 結 ん で い る ドイ

ツ の 敵 と な る人 種 を 屋 敷 に 置 い て お け な い と い う 自分 の 心 変 わ り に 苦 し ん で い る。 そ の た め 、 最

初 、 彼 は 、 彼 女 達 が ユ ダ ヤ 人 で あ る こ と に 触 れ ず(Wehavesome(.)refugeegirlsonthe

staffatthemoment,Ibelieve.)に 、 解 雇 の 意 図 だ け(You'llhavetoletthemgo,1'm

afraid.)をStevensに 告 げ よ う とす る 。`somerefugeegirls'の`some'と`refugee'の 間 の

ポ ー ズ はLordDarlingtonが`refugee'或 い は`Jewish'と 言 う こ と を 一 瞬 た め ら っ て い る

こ と を 示 して い る 。Stevensの 抵 抗 に あ っ て 、 初 め て 自 分 の 立 場 を 明 確 に し(1'velookedinto

thismatterverycarefully.Thelargerissueisatstake.)、 自 分 の 力 を 超 え た 状 況(1'm

sorry,butthereitis.TheyareJews.)をStevensに 理 解 さ せ よ う と す る 。 こ こ で は 聞 き

手 で あ るStevensのfaceを 脅 か す 要 素(FTA:Face-ThreateningAct)(Brown&Levinson,

1987:15)は 、 優 秀 な 部 下 を 守 る と い う試 み が 受 け 入 れ ら れ な い と い う こ と で あ る が 、Lord

Darlingtonは 、Stevensに 事 態 の 必 然 性 に 対 す る 自 分 の 残 念 な 気 持 ち(1'mafraid....;It's

regrettable,....;1'msorry,....)を 伝 え 、 そ れ に 対 し て 同 じ 立 場(positivepoliteness)を

と り(Wehavenochoice.)、 執 事 の 仕 事 を し て や り抜 く(You'llhavetoletthemgo....;

You'vegottoseethewholethinginacontext.)こ と を 要 求 して い る 。

3.2Stevensか らLordDarlington、MissKenton、 パ ブ の 人 々 へ の 発 話

3.2.1(場 面4)StevensがLordDarlingtonに 自 分 の 父 親 をunder-butlerと して 採 用 す

る よ う に 願 い 出 る。

StevensMightIhaveawordwithyou,sir?

Darlington:Ofcourse.

Stevens:→(6.0)((walkingtowardthehearer))ル かlord,it's餉,regardingthe:

under-butlerand.・:the::housekeeperwhoranofftogetherlastmonth.

Darlington:Ugh-26>,((rubbingfingersofhislefthand))badbusiness.Howareyou

managing

Stevens:→ ∫believeIfoundtwofirst-ratedreplacements,SIY'.{、Ml∬Ke伽n,aアoung

womanwithexcellentreferences,laverypleasantmaenad,1}appearstobe
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veryable,and{amanwithconsiderableexperienceofbutlering,}sir,(.)

Inowofacertainage,land:happenstotakeonthepostofunder-butler.

Darlington:NAME?

Stevens(1.0)Ah:27>Stevens,sir.

Darlington:Stevens

Stevens:→(0.5)°Yes,SZY.°

Darlington:It'syourname.

Stevens:→(1.0)Itis〃zyfather,sir.

Darlington:Really.((slightlyrubbingfingersofbothofhishands))Oh,couldn'tbe

better,1'msure.1'mseeinghimsometime.

Stevens:He'ssometimeatthedoor,sir.

Darlington:Good.Oh,bringhimin.

Stevens°Thankyou,mylord.°

Function Reporting

Pragmaticaspect Power/Distance/lmposition P(Low→High),D(Low),R(Low)

Positivepoliteness 一

Negativepoliteness Ibelieve,termsofaddress(sir,mylord)

Verbalcommunication Prosodicaspect uh:;the::;and::;ah:;Itsyourname.1.O

itismyfather,sir.

Lexicalaspect ofacertainage,happensto,sometime

Syntacticaspect 法 助 動 詞(MightI?)、Add-on28)(aman...

nowofacertainage);主 格 のyou構 文 は な

し

Semanticaspect 事実のみを伝達、MissKentonの 名前は最初

から出すが父の名前は出さない

Non-verbalcommunication 直立不動、表情を変えない

執 事 が 召 使 を 採 用 す る 際 に は 主 人 の 承 認 が 必 要 で あ る 。housekeeperとunder-butlerは 重

要 な 役 職 で あ る の で 適 当 な 人 材 を 見 つ け た の で あ れ ば 、Stevensは 本 来 は 堂 々 とLord

Darlingtonに 報 告 で き る は ず で あ る。 し か し、 十 分 に 経 、験 が あ る と は い え 、 自 分 の 年 老 い た 父

親 をunder-butlerに 推 挙 す る こ と へ の た め ら い は 、 最 初 のStevensか らLordDarlington

へ の 報 告 の 言 い よ ど み(...it'suh:regardingthe:under-butlerand::the::housekeeper....)
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と父 の 名 前 だ け 聞 か れ る ま で 明 ら か に せ ず(MissKenton,ayoungwoman...andaman....)、

年 齢 も直 接 に は 表 現 し な い(...ofacertainage)こ と に よ っ て 明 白 で あ る 。LordDarlington

に 名 前 を 聞 か れ て も 父 と は 言 わ ず 、`Ah:Stevens,sir.'と だ け 答 え て い る 。 執 事 と して の 毅 然

と し た 態 度 の 中 に 、 年 老 い た 父 親 と い う個 人 の 領 域 を 持 ち 込 む こ と へ の 戸 惑 い が 見 え る。 こ こ で

は 、 主 人 に 仲 間 意 識 を 打 ち 出 す 余 地 は な い 。 自 己 の 判 断 を 謙 虚 に 伝 え(IbelieveIfoundtwo

first-ratedreplacements,sir.)、 何 気 な く面 会 を 申 し 出 る(He'ssometimeatthedoor,sir.)

negativepolitenessの 領 域 に 終 始 す る 。

3.2.2(場 面5)Stevensはunder-butlerの 父 親 をMiss

ば な い よ う に 要 求 す る。

KentonがChristiannameで 呼

Stevens:→...Iappreciateyourkindness,MissKenton,buter.・-Iprefertokeep

thingsastheyare.‐>Ah:Gsinceyou'rehere((lookingaway)),erm-((smiling))

thereisamatterIwantedto(0.8)mentiontoyou,{〉 ノustasma〃 〃!o舵 〆 ノ.

Ihappenedtobeeh:-walking((lowvoice))pastthekitchen°yesterdaymorn-

ing,‐>andIheard<youcallingsomeonenamedWilliam.MayIaskwhoit

wasyouwereaddressingbythatname?

Kenton:(2.0)Why,Mr.Stevens,IshouldthinkIwasaddressingyourfather.

Stevens:((slowlybendingback,lookingsurprisedandsmiling))ノ00H!ノ29).

Kenton:ThereisnootherWilliaminthishouse,ItakeTit?

Stevens:→True.(2.0)MayIaskyouinthefuture,MissKenton,toaddressmyfa-

theras↓Mr.Stevens?Andifyouarespeakingofhimtoathirdparty,

youmaywishtocallhimMr.StevensSeniortodistinguishhimfrommy-

self.((sitting,lookingawayandsmoking))>SoIwouldbemostgratefulto

you,MissKenton.

Kenton:(2.0)・Hhh,Idon'tquite(.)er:understandwhatyou'regettingat,Mr.

Stevens.Iamthehousekeeperinthishouse,andyourfather(.)・hhhis

theunder-butler.InotherhousesIwasaccustomed(.)toaddresstheun-

der-servantsbytheirChristianTnames.
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Stevens:→Hhh,((puttinghisrighthandonthehead))MissKenton,ifyouwould

stoptothinkforamoment,you(.)wouldrealisethathowinappropriate

itisforonesuchasyourselftoaddressasWilliam(.)someonesuchasmyfa-

then.

Kenton:(0.8)Well,1'msure,Mr.Stevens,itmusthavebeenverygallingforyour

fathertobecalledWilliamby(.)onesuchasmyself.

Stevens:Ah,well,hm30>

Function Persuading

Pragmaticaspect Power/Distance/lmposition P(High→Low),D(Low),R(Low)

Positivepoliteness 一

Negativepoliteness Ihappenedto;Iwould;ifyouwould,you

would

Verbalcommunication Prosodicaspect er:一;_>ah:<:;ah:;erm:一;wantedto(0.8)

mention;>justasmallmatter<;eh:一;

=>andIheard<;ooh::;True(2 .0);↓

Mr.Stevens?;hhh;hm

Lexicalaspect justasmallmatter,Ihappenedto,someone

namedWilliam,onesuchas,someonesuch

as

Syntacticaspect 間 接 表 現(MayIaskwhoitwasyouwere

addressingbythatname?,thereisamat一

terIwantedto)、 法 助 動 詞(youmaywish

to,Iwouldbemostgrateful)、 仮 定 法(if

youwould,youwould)

Semanticaspect 些細なことをたまたま問いかけるように装う→

父 の 呼 び方 を変 え る よ うに 説 得 →(MissKen一

tonの 反発)→ 立場をわきまえるように言い渡

す

Non-verbalcommunication 目を そ らす、 ほ ほ笑 む、 た ば こ を 吸 う

通 常 はMissKentonが 言 うよ うに、housekeeperはunder-butlerの 上 役 に当た るた め、

first/Christiannameで 呼ぶ のが普通 であるが、Stevensは 若 い女性 が 自分 の父親 をChristian

nameで 呼ぶ のを許せ ない。 しか し、MissKentonが 的外 れの ことを しているわけではない し、

自分 の親 に丁寧な呼称 を使 うよ う伝 え ることもあ って、 ため らう気持 ちが生 じて くる。William

が父 親 の ことを指 してい るとい うことを十分 に承知 していなが ら、知 らないふ りを して、敢 えて

`
someone'を 使 って 傍 観 者 的 な 聞 き方(Ihappenedtobewalkingpastthekitchen
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yesterdaymorning,andIheardyoucallingsomeonenamedWilliam.MayIaskwho

itwasyouwereaddressingbythatname?)を し 、 重 要 な こ と で は な い の で 、 た ま た ま つ

い で に 確 か め る(Ah,sinceyou'rehere,thereisamatterIwantedtomentiontoyou,

justasmallmatter.)と い う 態 度 を 取 る 。 前 文 の 終 り に ポ ー ズ を 入 れ ず に 文 を 続 け 、 弱 く速 く

言 う こ と に よ り、 後 続 の 話 が 重 要 な こ と で は な い と い う 印 象 を 与 え よ う と す る 。 更 に 、 こ れ が

Stevensに と っ て 言 い に く い こ と で あ る と い う の は 、 た め ら い 表 現 や 声 の 弱 さ や 視 線 を 合 わ せ

な い こ と に も表 れ て い る 。MissKentonの 思、い が け な い 反 撃 に あ っ て 、Stevensは 職 位 で は な

く、 年 齢 や 性 別 が 呼 び 方 の 基 準 に な る と い う こ と を 暗 示 し た 間 接 的 な 言 い 方(MissKenton,if

youwouldstoptothinkforamoment,youwouldrealisethathowinappropriateitis

foronesuchasyourselftoaddressasWilliamsomeonesuchasmyfather.)で 述 べ 、

慣 例 を 行 動 の 基 準 と す るMissKentonを 憤 慨 さ せ て し ま う 。

3.2.3(場 面6)イ ギ リス西部Clevedonに 住 むMrs.Benn(MissKenton)

で立 ち寄 ったパ ブの人達 にStevensは 自分 の身分 を偽 って伝 える。

を訪れる途中

Taylor,PubOwner:Haveyouhadmuchtodowithpoliticsyourselflasthat,lsir

Stevens

Mrs.Taylor

Stevens

Taylor

Stevens

Erma:notlatelyassuch,(.)no:eh:Ilparticularlyinthesedays,l

erm::(perhapsmoresol(.)-er::intheearly1930'sandjustbefore

thewar.lIcansayasmoreah::internationalaffairs,orforeign

policy,sotospeak.((lookingdown))er::-notIeverheldanyhigh

office,mindyou,((lookingoffthehearer))erm:no:.Anyinfluence

Iexertedwaser::inunofficialcapacity.

Excuseme,sir,erm-buthaveyouevermetMr.Churchill?

Yes,er:((avoidingtheeyecontact))hecametothehouseocca-

sionally,((S〃ghtlyS〃2〃 加9))θ κ ノlbackagainin1930's.l

AndMr.Eden?

Yes,ImetMr.Eden,°yes.°
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:...↓Really?((lookingindoubt))

(2.0)Yes,well:(.)itwasmygoodfortunetohaveer::con-

sortedwith(.)manymenofinfluencefromEuropeander:-

fromAmerica.(1.0)Andθ θπ!!a:we〃,((avoidingtheeyecontact

andtalkingrestlessly))Mr.Taylor,1::(.)131)reallyfeelIought

to((lookingoffthehearer))retire.°Abouttime.°1'mfeelingrather

εκ!tired.

Function Givingfalseinformation

Pragmaticaspect Power/Distance/lmposition P(High→Low),D(High),R(High)

Positivepoliteness mindyou

Negativepoliteness Icansay,Ifeel

Verbalcommunication Prosodicaspect erm::;assuch(.)no:;eh:;er::;ah:;no:;
°
yes°;consortedwith(.)manymen;well:;

a:;反 復(1::1)

Lexicalaspect assuch,particularly,perhaps,moreso,

more,sotospeak,any,mindyou,inunof-

ficialcapacity,well,rather

Syntacticaspect Add-on(notlately,particularlyinthesedays,

perhapsmoreso,intheearly1930'sand
justbeforethewar;backagainin1930's.)

Semanticaspect 文 、 語 句 中 に多 くのhesitatorsが 存 在 。 言 い

き りが な い。 呼 称 を殆 ど使 わ な い 。話 が 表面 的。

Non-verbalcommunication 目を伏せる、 目を合わせない、苦笑する

Stevensは 執 事 と し て 長 年 貴 族 に 仕 え た の で 、 話 し方 や 態 度 が 感 情 を 露 わ に し な い よ う に な っ

て い て32)、 地 方 の 労 働 者 階 級 と は 違 っ た 雰 囲 気 を 持 っ て い る 。 現 在 の ア メ リ カ 人 主 人 のMr.

Lewisか ら借 りた ダ イ ム ラ ー を 運 転 し て い る こ と か ら も土 地 の 人 間 は 彼 が 上 の 階 級 の 人 だ と思、っ

て し ま う。 プ ラ イ ド も伴 っ て 、Stevensは`gentleman'33)に な り す ま し、LordDarlington時

代 の 経 験 を 基 に 嘘 の 自 己 紹 介 を す る。 一 文 を 言 い 切 る こ と が な く、hesitatorsが 入 っ て く る き れ

ぎ れ の 語 句(erm::notlatelyassuch,(.)no:eh:particularlyinthesedays,erm::perhaps

moreso(.)-er::intheearly1930'sandjustbeforethewar....)を 用 い て い る 。 更 に 、

執 事 と し て 外 側 か ら見 聞 き し た こ と し か 盛 り込 め な い の で 、 話 が 表 面 的 な も の(Icansayas

moreinternationalaffairs,orforeignpolicy,sotospeak.;AnyinfluenceIexertedwas
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inunofficialcapacity.)と な って しま う。 そ して、 自分 に とって は偽 りで はない情報(_he

cametothehouseoccasionally,ImetMr.Eden.,...mygoodfortunetohaveconsorted

withmanymenofinfluence....)を 与 えて相手 が都合 よ く解釈す るように、行為 を限定す る

表現 を巧妙 に避 けてい る。 目をそ らせた り、下 を向きなが ら話 した りして、 アイ コンタ ク トが全

く出来 ない34)状 態 で ある。 特 に有識者 のDr.Carlisleが 登 場 してか らは、 彼 に見透 か され た こ

とを意識 して逃 げ るよ うに部屋 に退 散す る。Stevensは 、 パ ブでは一度必要 な 呼びか け(Mr.

Taylor)を した以外 には呼称 は使用 して いな いが、 直後 の シー ンでDr.Carlisleに 召 使(a

manservantofsomesort)で あ るこ とを見破 られ た後 は、彼 に対 して発 す る言葉 の後 にsir

を付 記す るよ うにな る。

3.3各 要 因の検討

3.3.1Politeness

LordDarlingtonか らStevensへ の 発話 の場面1(suggesting)に お いては、執 事の父 に

関わ る業務軽減 の決定 につ いて、negativepolitenessで 執 事 のfaceを 保 ち、納 得 させ る一方

で、 そ の共通理解 を求 めるためにpositivepolitenessの 手 法 を使 っている。 場面2(request-

ing)はLordDarlingtonの 法 外 な要求 を表現 して いる ことか ら して、 暗示 的な依頼 内容 とそ

こに至 る背景 の共有 をpositivepolitenessでStevensに 求 め、 業務外 の頼み を相 手が受 け入

れやす くす るため のnegativepolitenessの 工 夫が見 られ る。場 面3(ordering)で はLord

Darlingtonの 遺 憾 の念 がnegativepolitenessの 表 現 によって表 わ されてい るが、 これ は、 聞

き手 のStevensのfaceに 関 わ る と い う よ りは、 個 人 の力 を超 え た状 況 に対 す るLord

Darlington自 身 の無力 さをStevensと 分 か ち合 いたいとい うpositivepolitenessへ の訴 えか

け とともに表現 され る。

Stevensか らLordDarlingtonへ の 場面4(reporting)は 、 主 人 に自 らの父 親を推挙す る

状 況か らして、positivepolitenessの 入 り込 む余地 はな く、 呼 びかけの言葉や謙虚 な物言 いで

negativepolitenessに 終 始 して いる。 同僚 に近 い下役のMissKentonと の 場面5(persuad-

ing)で は、父親 を通常 の慣例 ではない呼び方 で呼ぶ ように伝 えることか らnegativepoliteness

が用 い られて いる。場面6(givingfalseinformation)は 、Stevensが 自分 の発話 か ら出来 る

だけ矛盾 な く相手 が納得 す る答 えを引き出すよ うに、表現 を選択 してお り、互 いの解釈 の齪歯吾を

意識 しつつ も表面的 には分か り合 えた雰囲気 を作 るため、 情報 を共 有す るpositivepoliteness
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が基調 とな ってい る。

3.3.2Verbalcommunication

3.3.2.1Prosodicaspect

今 回 取 り上 げ た6場 面 中、hesitatorsが 最 も多 い割 合 で使 用 され て いた の は、 場面2

(Cardinalの 結 婚)と 場 面6(パ ブで の会話)で あ った。言 い に くい こと、押 しつけが ま しい

ことを言 うとい う話 し手 の意識35)、 聞 き手 の取 り方 への不安 によ り、賦課 の度合 いが大 きい場合

は、 ため らい表現 の使用度 は増 す。

大 きい声 でな された発話 は、場面1(Thisconferenceiscrucial....reallycan'trunarisk

ofanyaccident.)と 場 面3(1'msorry,butthereitis.)で い ずれ もLordDarlingtonが

自分 の力を超 えた客観 的な事態をStevensに 力 説 す る状況で認 め られ、話 し手のPの 値 の大 き

さと共 に、LordDarlingtonの た め らいの要素 の少 なさ、事 柄の絶対性 の断言 につ いて の彼 の

自信 を表 してい る。

ポーズ36)は 次 の言葉 の発 話へのため らいを表 わす。your(.)father(場 面1);frightfully

(.)busy(場 面2);some(.)refugeegirls(場 面3);thereitis.(4.0)TheyareJews.

(場 面3);It'syourname.(1.0)Itismyfather,sir.(場 面4);Iwantedto(0.8)men-

tiontoyou(場 面5);haveconsortedwith(.)manymen(場 面6)等 は その例で ある。

無声 のポーズ と有声 のポーズの機能 の違 い として、前者 は文 の間、後者 は複文等 のよ り細 かい区

切 りにも使用 され るとい う指摘(Biber,Johansson,Leech,Conrad&Finegan,1999:1054)

が あ る37)が 、 本稿の対象表現 では、 有声 の ゜ ズは、明 らか に文 の区切 りよ り文 中に多 く使用

されていた(8対37)が 、 無声 のポーズは文 の区切 りと文 中の両方 にほぼ同数(17対16)使 用 さ

れていた。

また、有声 のポーズの一種 であ る息 づかいの用法 は、 吸気 が 「微妙」 な発言 に聞き手 も参加 す

ることへの暗示 的な要 求38)、 呼気 は不快 な ことを体外 に出す試み39)と 論 じられてい る(Lerner,

2001in田 中,2008:114;Wierzbicka,2003:315316)。 こ こでの呼気 は、 場面5(父 の 呼び

名)でMissKentonの 反 発 に対 してStevensが 嫌 な気持 を弱 く表現 す る時 に使用 してお り、

吸気 は、場面1(父 の業務)、 場面2、 場面5で 、それぞれ、会議の重要性 の説 明 とStevensへ

の依 頼 の意 味、Stevensの 要 求 に納得 で きないMissKentonの 理 由等、 話 の展 開時 に使 われ

てい ることか ら、前述 の呼気 吸気 の指摘 は ここでは当てはま ってい ると言 え る。
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3.3.2.2Lexicalaspect

以 下 に 言 い に く い こ と へ の 言 及 時 に 用 い ら れ て い るhedges40)の 例 を 挙 げ る 。

(場 面1)...noneofuswishtoseeanythingofthatsorteverhappenagain,dowe?

(場 面2)...someonehastotellhim.Inaway,wouldbeeasierforyou.

(場 面5)...thereisamatterIwantedtomentiontoyou,ノustasmallmatter.

(場 面6)...notlatelyassuch...perhapsmoreSOintheearly1030's....

説 得 、 依 頼 、 要 求 、 虚 偽 の 伝 達 の 場 合 、 話 し手 は 表 現 を 緩 和 し、 曖 昧 な も の に す る こ と に よ っ

て 聞 き 手 のfaceを 脅 か さ な い 手 段 を 講 じ る41)の で あ る 。

3.3.2.3Syntacticaspect

本 稿 で 典 型 的 に 表 れ た 構 文 は 法 助 動 詞42)(場 面1、2、4、5)と 付 加 疑 問 文(場 面1、2)

で あ る。 業 務 命 令 の 場 面3(ユ ダ ヤ 人 の 解 雇)と 嘘 を つ く場 面6に は 相 手 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 配 慮 し た 構 文 は 特 に 用 い られ て は い な い 。 法 助 動 詞 は 、PやRの 大 き さ に よ り、 話 し手 が 自

分 の 意 図 を 相 手 に 気 遣 い な が ら表 現 す る場 面 で 使 わ れ る の が 一 般 的 で あ る が 、 場 面1と 場 面2で

はLordDarlingtonのStevensへ の 心 配 り、 場 面4で はStevensのLordDarlingtonへ の

遠 慮 、 場 面5で はStevensのMissKentonと の 対 立 へ の 躊 躇 の 表 れ と し て 使 用 さ れ て い る。

場 面1と 場 面3で 、LordDarlingtonがStevensに 召 使 の 業 務 に つ い て 指 示 を 出 す と い う類

似 し た 展 開 が あ る。 しか し、Stevensの 父 に つ い て は 受 身 表 現(You'resimplybeingaskedto

reconsiderhisduties.)で 聞 き 手 のnegativefaceへ の 配 慮 が 見 ら れ る 一 方 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 解

雇 に つ い て は 要 請 表 現(You'llhavetoletthemgo,1'mafraid.)で 直 接 的 な 業 務 内 容 を 伝

え て お り、 表 現 の 差 別 化 が 行 わ れ て い る。

付 加 疑 問 文 は 、 場 面1の 願 望(...noneofuswishtosee...,dowe?)と 場 面2の 暗 示 的

な 確 認(...youarefamiliar,aren'tyou?)を 聞 き 手 と 共 有 し、 仲 間 意 識 を 促 す た め に 使 用

さ れ て お り 、 ど ち ら もP(High→Low)、LordDarlingtonか らStevensへ の 発 話 で 使 わ れ

て い る。

主 語 の 省 略 は 場 面1(...couldhappen...,reallycan'trun....)、 場 面2(...justcan't

see_,wouldbeeasier._,Begrateful._,Beanawfullot_.)に 見 ら れ 、 い ず れ も

Pの 値 が 大 き いLordDarlingtonか らStevensへ の 発 話 で あ っ た 。
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3.3.2.4Semanticaspect

場 面1と 場面2は 、 その賦課 の差 はあれ、 どちらもLordDarlingtonが 結 論 を即座 に下 す こ

とをた め らう状況で あ る。 そ こでの論理 の流れ は、 聞 き手 を戸 惑 わせ るほ どの冗長 な背景説 明

(場 面1:会 議 の重要性 と ドイ ツへ の心 情;場 面2:Cardinalと の 関係 と自分の彼 への責任)

か ら始 ま り、結論 の妥 当性 への準備 の後 に、 自らの意 図を間接 的に表現 す るとい うものであ る。

これは、ため らう要因か らの免責 がある場面3の 状況下 で、結論 か ら始め る言 い方 とは全 く異な っ

てい る。

場面4と 場面6のStevensの 発 話 は、それ ぞれ、PとRの 大 きさか ら、 全文を言 い切 るので

はな く、 ため らいなが ら句単位 で追加 してい くadd-onの 表 現方法(場 面4:aman...lnowof

acertainagel;場 面6:...notlatelyassuch...lparticularlyinthesedays,llperhapsmore

solIintheearly1930's...」)が 取 られ てい る。場 面5に 関 して は、物 事を些細 な ことと して

MissKentonに 了 承 させ ようと した試 みが失敗 に終わ った後、依頼 表現 ではな く、仮定法 を使

用 した間接 的な指示表現 を用 いた ことか ら、皮 肉 とな り、却 って相手 を刺激 す る結果 にな って し

ま った。

3.3.3Non-verbalcommunication

LordDarlingtonの 言 い よ ど み を 表 す の に 場 面1と 場 面4で は 、 左 手 の 指 を 擦 り合 わ せ る ジ ェ

ス チ ャ ー 、 場 面2で は 本 の ペ ー ジ を め く る動 き が 象 徴 的 に 使 わ れ て い る 。 ま た 、 笑 み43)や ア イ

コ ン タ ク ト も言 葉 同 様 、 話 し手 、 聞 き 手 の 心 理 を 語 る重 要 な 鍵 と な る。

本 稿 の 事 例 で は 、 か す か な 微 笑 み が そ の 場 の 雰 囲 気 を 多 少 と も和 ら げ 、 聞 き 手 に 親 近 感 を 抱 か

せ る試 み と し て 数 か 所 で 確 認 で き る。

(場 面1)...couldhappenanywhere<>atanytime(リ ス ク の 認 識)

(場 面2)Ofcourse,thisgoesfarbeyondthecallofduties,Stevens.〈 〉(業 務 外

の 頼 み)

(場 面5)_sinceyouarehere,<>thereisamatterIwantedtomention...

(反 発 の 予 感).

(場 面5)Ooh.〈 〉(反 発 へ の 対 応)

(場 面6)_hecametothehouseoccasionally,<>backagainin1930's.(嘘 の 隠

蔽)
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ま た 、 聞 き 手 か ら視 線 を そ ら す 行 為 は 話 し手 の 発 話 に 対 す る た め ら い 、 自信 の な さ を 表 現 す る

箇 所 に 現 れ る。

(場 面1)And<>couldhappenanywhere....(事 故 の 再 発)

(場 面1)...thatwouldbetheendofit.<>Myfriend,Bremann....(友 人 の 悲

劇)

(場 面2)Oh,thankyou,Stevens.<>Ifeelveryresponsiblefortheboy.(負 う

べ き 責 任)

(場 面2)Imightnot〈>haveearneditbeforeReginald'sweddingday.(遂 行 の

難 し さ)

(場 面2)Ah,<>Ishoulddomybest,mylord.(不 本 意 な 承 諾)

(場 面3)You'llhavetoletthemgo,1'mafraid.〈 〉(不 本 意 な 解 雇)

(場 面3)Ihavethewell-beingofmygueststoconsider.〈 〉(事 故 の 可 能 性)

(場 面3)<>1'msorry,Stevens,butI'velookedintothismatter....(不 本 意 な

決 定)

(場 面5)_sinceyouarehere,〈>thereisamatterIwantedtomention....

(苦 情 の 伝 達)

(場 面5)...callhimMr.StevensSenior....<>SoIwouldbemostgrateful....

(要 求 の 押 し つ け)

(場 面6)...foreignpolicy,sotospeak.<>notIeverheld....(嘘 の 隠 蔽)

(場 面6)Yes,<>hecametothehouseoccasionally,....(つ じつ ま 合 わ せ)

(場 面6)...manymenofinfluence....And,well〈 〉...IreallyfeelIoughtto....

(発 覚 の 恐 れ か ら の 逃 げ)

4.結 語

本稿 で取 り上 げた6つ の場面 の うち、PとDが 一定 のLordDarlingtonか らStevensへ の

発話(場 面1、2、3)に お いては、Rに 個人 的な事情 が入 り込 む と、 内容提示 に関す る話者 の

躊躇 の度合 いが大 き くな り、hesitators、hedges、tagsやmodalauxiliariesを 含 めたverbal

communication、non-verbalcommunication両 分 野 でのた め らい表現 が多 く抽 出 され る こと

が明 らか にな った。P、D、Rの 値 がそれぞれ違 うStevensの 発 話(場 面4、5、6)で も、
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Rに 含まれた話者の個人的な状況の 「微妙」 さの度合いが言いよどみや間接表現の選択を顕著に

決定 していることが確認 された。

また、音声、語彙分野のためらい表現は、文頭、句間、語間、語中に認められたが、スクリプ

トがある映画での発話であることも影響 して、状況依存の話 し言葉44)と しての文法的な乱れは

殆 ど検出されなかった。文中でためらいによる言い換えや修復が行われている一方で、構文 自体

は完結45)し たものとして使用 されている。更に、言いにくさが顕著な場面では、ためらいなが

ら小刻みに句を追加 してい くadd-onも 認められた。主文 に続けて副詞的要素を継 ぎ足 してい

く表現方法は話 し手の結論が先に立つ英語では構文的には自然の流れであるとも言える46)。しか

し、 これは、言いにくいことを表現する場合、逆 に説明部分が結論に先行するLordDarling-

tonの 発話(場 面1と 場面2)と 合わせ、より多 くの談話分析や他言語 との比較において一般

化の可能性を考察 していかねばならない今後の課題である。

注

1)

2)

3)

4)

イ ン トネ ー シ ョ ン や 音 韻 要 素 も 記 号 化 し たEdwards,J.A.&Lampert,M.D.(1993)が 最 初

の も の と し て 挙 げ ら れ る 。

Conversationalspeechprocessesareparticularlyconditionalbythephoneticnatureof

surroundingsegments,butotherfactorssuchasstress,timing,syllablestructureand

higher-leveldiscourseeffectsplayapartinnearlyeverycase.(Shocker,2003:14)

...manyofthepropertiesoftalkwillhavetobeseenasalternatives,orfunctional

equivalentsof,extra-linguisticacts,aswhen,...aparticipantsignalshisimminentde-

parturefromaconversationalencounterbychanginghisposture,orredirectinghisper-

ceivableattention,oralteringtheintonationcontourofhislaststatement.(Goffman,

1964:65)

...thereareanumberof...non-vocalsignalsespeciallyphysicaldistance,smiling,gaze,

touchandlivelygesturessuchasheadnods.(Argyle,1994:141)

...itseemsclearthatnon-verbalbehavioursmaycontributeeithertoovertcommunica-

tion(speaker'smeaning)ortomorecovertoraccidentalformsofinformationtransmis-

sion....manysuchbehavioursconveynon-propositionalinformationaboutmentalstates

orattitudes....theyformthe`packaging'ratherthanthe`content.'(House,1990:38)

...suchbehaviorsareintegratedbothwitheachother‐facialexpression,prosodyand

gesturearecloselylinked...andwithlinguisticinputsduringthecomprehensionprocess

....(Wharton,2009:3)

...typesofactivity...playacentralroleinlanguageusage.Theydothisintwoways
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especially:ontheonehand,theyconstrainwhatwillcountasanallowablecontribution

toeachactivity;andontheotherhand,theyhelptodeterminehowwhatonesayswill

be"taken"‐thatis,whatkindsofinfluenceswillbemadefromwhatissaid.

(Levinson,1992:97)

Theresultingunit`sentence'isasmuchtheproductofthespeakerasoftherecipi-

ent(s)forwhichitisdesigned....(Selting&Couper-Kuhlen,2001:4)

5)...withinthelinguisticcode,oneshoulddistinguishamongthevariouslevelsoflinguistic

organization...,phonology,syntax,theuseofparticularsetsoflexicalitems,fixed-text

sequences,andturntaking.(lrvine,2001:192)

6)...itstandstoreasonthatculturallydiversesocialordersorwaysofconductingconver-

sationandorganizingdiscoursewillimpingedifferentlywaystothenatureofthesocial

ordertheyconstruct.(Selting&Couper-Kuhlen,2001:2)

Viewedthroughthelensofsocialnorm,linguisticpolitenessisastandardverbalpractice

withinsociety.Everyculturehasspecificnormsofbehavior,andbehaviorthatconforms

totheserulesisconsidered"polite."(Geyer,2008:12)

7)Posture,gesture,facialexpression,precedingtalk,voicequality,andthelikealltillthe

soilintowhichthewordsaredropped.(Schegloff,1984b:291)

8)...grammaticalstructuresarerevisualizedasinteractionalstructuresthathavetheirown

interactionalmorphologyandsyntaxwithin....(Ochs,Schegloff&Thompson,1996:40)

...wewishtothinkofspokensyntaxnotintermsofhowwellitconformstowritten

norms,butratherintermsofwhatregularitiesitexhibitsonitsownand/orhowthese

regularpatternsaretreatedbyusersonactualoccasionsofuse.(Couper-Kuhlen&Ono,

2007:525)

9)...language...shouldbeconsidered`amodeofsocialactionratherthanamerereflection

ofthought'.(Malinowski,1959:312-313inGoodwin,1996:456)

Thepointhereisthattakingsentencesinisolationisnotjustamatteroftakingsuch

sentencesthatmightappearinacontextoutofthecontext;butthattheverycomposi-

tion,construction,assemblageofthesentencesispredictedbytheirspeakersontheplace

inwhichitisbeingproduced,anditisthroughthatthatasentenceiscontext-bound,

ratherthanpossiblyindependentsentencesbeingdifferentintactobjectsinoroutofcon-

text.(Schegloff,1984a:52)

10)あ る 事 柄 を 「微 妙 」 な も の と し て マ ー ク す る 場 合 、 言 い 淀 み 、 沈 黙 、 修 復 な ど が 共 起 す る....

(田 中,2008:111)

11)FunctioninEnglish(Blundel,Higens&Middlemiss,1982)で は 、 「た め ら い 表 現 」 はAvoiding

givinganopinion(81)とGivingyourselftimetothink(225)に 簡 単 に 分 類 さ れ て い る 。

12)Japanesetendtodistrustverbalfacilityincommunicatingpersonalopinionasbeingglib

andsuperficial.Implicitnessandtacitunderstandingarehighlyvalued.(Naotsuka,

Sakamoto,etal.,1981:174)

日 本 文 化 論 や 異 文 化 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 の 分 野 に お い て 、 一 ・方 で は 日 本 人 の 相 互 行 為 は 欧 米
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の 場 合 と比 べ て 暗 示 的 、 間 接 的 、 な ら び に 曖 昧 で あ り、 「以 心 伝 心 」 や 「阿 咋 の 呼 吸 」 が 典 型 的 な

日本 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン の ス タ イ ル で あ る と言 わ れ て き た 。(田 中,2008:109)

13)TheRemainsoftheDay.(1993).DirectedbyJamesIvory.BasedontheNovelbyKazuo

Ishiguro.ScreenplaybyRuthPrawerJhabvala.ColumbiaPictures,Inc.こ の 映 画 の

Requests表 現 の 詳 細 は 、 北 山(2007:58-63)に 挙 げ られ て い る 。

14)In1895therewereabout2milliondomesticservantsinBritain,....(Argyle,1994:114)

1990年 に 改 訂 さ れ たRGSEG:RegistrarGeneral'sSocio-EconomicGroupsに よ る と 、per-

sonalservice従 事 者 はsemi-skilledmanualworkersと 同 様 に 、6段 階 中 、 上 か ら5番 目 の 位

置 に属 して い る 。(Reid,1998:251-252)

15)...the`labourcontract',supposedtypicallytooperateinthecaseofmanualandlower-

gradenonmanualworkers,and,...the`servicerelationship',asexpressedinthekindof

contracttakenastypicallyfortheprofessional,administrative,andmanagerialstaffof

organizationalbureaucracies,....(Goldthorpe,2000:208)こ の よ う な 労 使 契 約 は`domestic

servants'に は 適 用 さ れ て い な か っ た と 考 え ら れ る 。

16)P:relativepowerofH(anaddressee)overS(aspeaker),D:thesocialdistancebetween

SandH,R:therankingoftheimposition(Brown&Levinson,1987:15)Pの 値 と 上 下

の 方 向 に つ い て は 、 北 山(2004:78)の 定 義(力 関 係 をHか らSへ の 度 合 い と 見 る の で は な く 、

そ の 大 小 を 考 慮 す る と と も に 上 下 関 係 の 方 向 性 を 、 例 え ば 、High(上 司)→Low(部 下)と 表 示)

を 適 用 し た 。

17)Pragmaticsの 領 域 に お け るpolitenessの 概 念 を 適 用 し て い る 。Positivepolitenessisori-

entedtowardthepositivefaceofH,thepositiveself-imagethatheclaimsforhimself....

SwantsH'swants...e.g.bytreatinghimasamemberofanin-group....Negativepolite-

ness...isorientedmainlytowardpartiallysatisfying(redressing)H'snegativeface,his

basicwanttomaintainclaimsofterritoryandself-determination.(Brown&Levinson

O1987:70))

18)Verbalcommunicationの 区 分 の 仕 方 は 様 々 で あ り 、phonetics,prosody,grammar(Ford&

Couper-Kuhlen,2004:20),lexical,grammatical,prosodic(Couper-Kuhlen,2004:372),pros-

ody,syntax(Selting,2001:252)等 が あ る 。

19)こ こ で は 、suditoryeffectssuchasmelody,dynamics,rhythm,tempsandpauses(Couper-

Kuhlen&Selting,1996:11),pitch,loudness,duration(Edwards,1993:21),pitchpattern,

stresspattern,juncture(pausesandtiming)(Argyle,1979:251)等 の 音 韻 的 要 素 全 般 を 指

す 。

20)Hesitators:uh,er,um,erm等(Biber,Johansson,Leech,Conrad&Finegan,1999:1082)

21)Discoursemarkers:well,right,now等 、Utterancelaunchers:oh,okay,youknow,Imean,

yousee,see等(ibid.:1052-1082)

22)Theformalstudyofsemanticsintersectswithmanyotherfieldsofinquiry,including

proxemics,lexicology,syntax,pragmatics,etymologyandothers,althoughsemanticsis

awell-definedfieldinitsownright,oftenwithsyntheticproperties.(http://en.wikipedia.

org/wiki/Semantics2009/08/20)こ こ で は 、 語 や 文 の 意 味 選 択 の 結 果 得 ら れ る 論 理 の 流 れ を 分
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類 す る カ テ ゴ リ ー と し て 用 い て い る 。

23)But::ermはAnd::ermと 同 様 に 、 一 つ 前 の 自 分 のturn(タ ー ン)の 発 話 内 容 に 聞 き 手 を 引

き 戻 そ う と す る 話 し 手 の 工 夫 の 表 現 で あ る 。_it(and-uh(m))isaresourceavailableto

speakerstoproposeareturntoprioractionwhichcontinues(ratherthanrestartsorre-

capitulates)thatprioraction.(Local,2004:395)

24)Animportantwayofavoidingthreattofaceandavoidingcoercionisindirectnessofre-

quests,oftencalled`mitigation.'こ れ は 通 常 、 社 会 的 地 位 の 低 い 人 が 高 い 人 に 依 頼 す る 時 に 使

用 さ れ る 。(Argyle,1994:143)

25)こ の 場 面 は 、 小 説 で は 、LordDarlingtonが ユ ダ ヤ 人housemaidsの 存 在 を 殆 ど 知 ら な い 展 開

に な っ て い る 。(lshiguro,1993:146-148)他 に も 小 説 と 映 画 と で は 内 容 が 異 な っ て い る 箇 所 が

あ る 。 し か し 、 予 め 知 っ て い る 映 画 の 方 がLordDarlingtonの 間 接 表 現 に 含 ま れ た た め ら い の

気 持 ち が よ り 深 く表 わ さ れ る こ と に な っ て い る 。

26)こ れ はyukの よ う に 不 快 な こ と を 表 わ す 。TheEnglishyukcanbeperceivedasanimitation

ofthesoundofretching.(Wierzbicka,2003:313)

27)ah:less`routine'expression...ofemotionalinvolvementthanoh.(Biber,Johanson,

Leech,Conrad&Finegan,1999:1084)

28)Add-on:materialwhichisclearlyseparatedfromthehostbyaprosodicbreak....Glue-

ons:elementswhicharegrammaticallyfittedtotheendofthehost(Couper-Kuhlen&

Ono,2007:515)

29)こ こ で のOohは 、 元 々 、Stevensが 知 っ て い た こ と(Williamが 父 を 指 し て い た こ と)を 初 め

て 知 っ た か の よ う に 振 舞 う 時 に 発 せ ら れ た 音 で あ る 。Ohは 下 降 ピ ッ チ と な る 。Ohasadisplay

ofanewsreceiptwastypicallyrealizedasadiphthongwithfallingpitchendinglow....

(Local,1996:180-186)

30)hm:lackofenthusiasm(Biber,Johanson,Leech,Conrad&Finegan,1999:1085)Stevens

の 何 と い う こ と は な い と い う 不 快 さ を 表 し て い る 。

31)こ こ で の1::(.)1のrepeatは 、 た め ら い の た め の 流 暢 さ の 欠 如 で あ る 。Nominativepronouns

suchasI,she,andweoccuralmostinvariablyatthebeginningofaclause‐oftenatthe

beginningofaturn‐wherethebuild-upofplanningpressureonthespeakerislikely

tobegreat:....Repeatsareawayofrelievingthatplanningpressure.(ibid.:1058)

32)He(Stevens)hideshisrealpersonalitybehindtheperfectbutlerpersonathathepresents

totheworld.(Peters,2000:71)

33)Foragentleman,self-controlwasmostimportant.Showingemotionwasconsidereda

weakness,andgentlemenwerefamousforkeeping`astiffupperlip'....Stevens...be-

haveslikeagentleman....(Dougill&Kotera,2003:10)

AbutlerhastoportrayEnglisharistocraticcultures,elitismandmannerism....Oneof

hisreasonstoberigidonthesurfaceisdignity.Dignitygivesamaskofprofessional

poiseatalltimes.(Muller,2008:28)

34)Gaze(oreye-contact)isusedasasignalinstartingencounters,ingreetings,asa

reinforcer,andtoindicatethatapointhasbeenunderstood.(Argyle,1979:250-251)
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35)...onseeingoneperson...speaktohim(another筆 者)withhesitations,um〃asandahhs

andthelike,wehaveastrongcluethatheismakingarequestordoingsomethingthat

heconsiders(orconsidersthattheotherwillconsider)imposing.(Brown&Levinson,

1987:57)

36)ポ ー ズ の 文 化 比 較 と し て 、_Britishspeakersmayuseandexpectlongerinterturnpauses

thanmanyAmericanspeakers.(Tannen,1984inEdwards,1993:23)と い う 指 摘 も あ る 。

37)Unfilledpausestendtooccuratmajorboundariesbetweensyntacticunits.Filledpauses

occuratlesserormedialsyntacticboundaries(inadditiontomajorboundaries),suchas

beforethebeginningofdependentclausesandcoordinateconstructions.(Biber,

Johanson,Leech,Conrad&Finegan,1999:1054)

38)話 し 手 が 会 話 の 時 間 的 進 行 を 一 時 的 に 阻 止 す る こ と(例 え ば 遅 延 や 吸 気 音)に よ っ て 自 分 が 今

「微 妙 」 な 叙 述 を 組 み 立 て て い る こ と を 聞 き 手 に 伝 え 、 さ ら に 聞 き 手 も そ の 暗 示 的 作 業 に 加 わ る よ

う に 誘 う こ と が あ る 。(Lerner,2001in田 中,2008:114)

39)Thisparticularphoneticstructure(`disgust')canbeunderstoodasaniconofa`natural'

oralornasalgesture:anattempt...togetridofsomeundesirablestufffromone's

mouth,andtodosowithoutopeningone'smouthwidely(whichmightallowsomeunde-

sirablesubstancetogetin)....thesound[f]islinked,cross-culturallywiththemeaning

of`disgust'.(Wierzbicka,2003:315-316)

40)TheBritishEnglishdataappearedtofeaturespeakerreferencepredominantlyinthecon-

textofhedginganddisplayedagreaterincidenceoffirstpersonsingularhedgingthan

theNNS(Non-NativeSpeaker筆 者)data.(Stewart,2005:123)

41)ThesehedgesmaybeusedtosoftenFTAsofsuggestingorcriticizingorcomplaining,by

blurringthespeaker'sintent:....Thehedges...servetoavoidaprecisecommunication

ofS'sattitude.(Brown&Levinson,1987:117)

42)

43)

44)

45)

46)

...inAnglo-Saxonculture,distanceisapositiveculturalvalue,associatedwithrespect

fortheautonomyoftheindividual.(Wierzbicka,2003:37)

...thesmileissignificantlymorestronglycorrelatedwiththe`affinitive'moodthanthe

laugh.(VanHooff,1979:230)

Becausenormativegrammarasfoundinmostreferencegrammarstendtobebasedon

writtenlanguage,spokenpatternswhichdepartfromthesenormsappearaccordingly

as`deviations'.(Couper-Kuhlen&Ono,2007:525)

比 較 研 究 の 観 点 か ら 見 る と 、 英 語 の タ ー ン は 文 法 的 に 完 結 し て い る こ と が 圧 倒 的 に 多 い....

(Ford&Thompson,1996in田 中,2008:110)

...thestrongpreferencefoundinEnglishforGlue-ons,elementswhicharefittedsyntac-

ticallytotheendoftheirhost,....(ibid.:526)
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TranscriptNotation

(1.0) atimedpause

C.) ashort,untimedpause

e nopause

coaon,co:aon soundstretch

一(hyphen) asoundcutoff

↓ ↑ risingandfallingshiftsinintonation

(underlined)一 emphasis

capital deliveredinaloudervoice

..

deliveredinaquietervoice

hhh out-breath

・hhh in-breath

CC)) commentary

〉< talkdeliveredataquickerpace

→ apartunderscrutiny

...(horizontal) omittedpart

...(vertical) omittedturns

C...) unintelligible

Bold repeat

Bold[] retraceandrepair

@ aslotwherethedisplacedmaterialbelongs

{} rephrase

II add-on

(Atkinson&Heritage,1984:ix-xvi;Biber,Johanson,Leech,Conrad&Finegan,1999:1052-

1108;Ford,Fox&Thompson,2002:34;Selting&Coper-Kuhlen,2001:257-258;Tanaka,1999:

xii-xiii)
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